
名神・中央道北側の環状道路ネットワークが全線開通し、ダブルネットワークを形成

名神・中央道北側の環状道路ネットワークが完成。関西方面～北陸・飛騨方
面間のダブルネットワークが形成され、名神・東海北陸と広域交通を分担。
事故や大規模工事等に伴う交通規制による交通への影響を避けたルート
選択が可能となり、交通の信頼性向上に期待。

ダブルネットワークの形成、交通の信頼性が向上
経済成長・
物流強化期待される

効果①

WISENET2050への対応
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災害や事故、大規模な工事による
交通規制、あるいは交通混雑が
あった場合など、迂回誘導が可能

＜迂回機能＞

郊外から都心部への交通を分散し
て導入する複数のルートを確保

＜分散導入機能＞

都心に起終点を持たない通過交通
をバイパスさせ、場内交通と分離

＜バイパス機能＞

背景は地理院タイルを使用

関西
方面

飛騨・北陸
方面

長野・関東
方面

延長６．８ｋｍ

令和７年８月３０日
開通予定

延長１１．９ｋｍ

令和７年４月６日
開通

ダブルネットワーク
形成

養老JCT

一宮JCT

本巣IC

美濃関JCT

大野神戸IC

土岐JCT

山県IC

環状道路の機能発揮

参考
資料



令和７年８月３０日
開通予定

西濃厚生病院
令和５年１０月２日

開院

道の駅 パレットピアおおの

商業・宿泊施設整備箇所
（西濃建設㈱・㈱東洋スタビ・大野町）

（株）サイゼリヤ
工場建設予定

大野神戸IC

令和元年１２月１４日
開通済

至 大垣西IC

ＩＣ

至

本
巣

インターチェンジ周辺
まちづくり整備事業（大野町）

神戸町西座倉
土地区画整理事業

安藤鉄工（株）
工場建設予定

にしざくら

イビデン（株）大野事業場
令和７年度稼働予定

工業団地や工場適地候補地の整備を後押し

沿線市町では、自治体による企業誘致の取組が進展。
大垣西IC~大野神戸ICの西回り初開通から工業団地が約３倍に増加。
進出予定の企業もあり、今後更なる企業立地の促進に期待。

■沿線の工業団地

■大野神戸IC周辺の開発

≪本巣市の声≫

出典：国土交通省ヒアリング調査（R6.8）

2

出典：国土交通省ヒアリング調査（R6.2,11）

≪イビデン株式会社の声≫

経済成長・
物流強化
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令和6年11月撮影

大野神戸IC

9企業が進出予定

至 本巣IC

至 大垣西IC

• 開通を見据え産業誘導地区を拡大し、

企業誘致を進めてきました。

• 現在、浅木・国領・温井地区では、

新たに指定した産業誘導地区等にお

いて、9企業が進出予定で、約15haが

土地造成や工場を建設しています。

• 本巣IC周辺では、新たに拡大

した産業誘導地区で、数社の

企業が進出の準備を進めて

います。

• 東海環状自動車道を活用した中部圏

の新たな企業間連携による、弊社の

事業競争力の強化や産学連携による

研究・開発の加速等のメリットを想定

しています。

≪株式会社サイゼリヤの声≫

• 大野神戸ICのすぐ近くに、当社最大

規模の新工場建設を予定しています。

大野神戸インターチェンジ周辺
まちづくり整備事業（大野町）
西座倉土地区画整理事業（神戸町）

工場適地候補地
（本巣市）

(海津SIC)

養老IC

養老JCT

大垣西IC

岐阜IC

山県IC

岐阜三輪
IC 関広見IC

美濃関JCT

大野神戸IC

本巣IC

工業団地（H23年迄完成）
工業団地（H24年以降完成）
その他（自治体ヒアリングより）

出典：自治体調査結果（R6.10）

H24年
西回り初開通

H23年

5件
R6年

14件

西回り沿線の工業団地数

※西回り沿線：山県市、岐阜市、本巣市、大野町、
神戸町、大垣市、養老町、海津市（5市3町）

約３倍増

• 拠点間の長距離輸送での

利用を想定しているため、

交通利便性の高い点が、

アピールポイントです。

工業団地が約３倍に増加、企業立地促進
期待される
効果②

■工場適地候補地

(本巣市 浅木・国領・温井地区)
あ さ ぎ こくりょう ぬ く い

令和6年11月撮影

あ さ ぎ こ く り ょ う ぬ く い
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飛騨地域

上切野菜
集荷場 等

一宮
JCT

岐阜県産ほうれんそうは、大阪市中央卸売市場において取扱高第1位
（約5割のシェア）。
輸送経路の選択肢が増加することによる、輸送の効率化に期待。

3

出典：全国農業協同組合連合岐阜県本部
（JA全農岐阜）へのヒアリング調査をもとに作成

広域的な物流強化を支援

養老
JCT

東海環状道

美濃関
JCT

大阪市
中央卸売市場

経済成長・
物流強化
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岐阜県内産地から県外市場への出荷を支援

期待される
効果③

• 岐阜県産ほうれんそうの出荷は、大阪市中央卸売市場など関西方面への出荷量が最も多いです。

• 現状では名神、東海北陸道を利用して運んでいますが、開通後は輸送経路の選択肢が増えるため

輸送の安定化、効率化に期待しています。

岐阜県は全国有数のほうれんそうの産地で、
一年中出荷している産地は全国的にも珍しい

■岐阜県産ほうれんそうの主要産地

出典：主要産地は岐阜県HPをもとに作成
（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/1424.html）

※東環環状以外の高速道路は「国土数値情報（高速
道路時系列データ）」（国土交通省）を加工して作成

（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N06-2023.html）

■飛騨～関西方面間の輸送効率化への期待（JA全農岐阜)

開通前

開通後

上切野菜
集荷場

大阪市
中央卸売市場

令和6年
約4,955トン

（約32.9億円）

岐阜県
48%

（56%）

福岡県
25%

（19%）

徳島県
13%

（10%）

その他
15%

（14%）

■大阪市中央卸売市場におけるほうれんそうの
年間取扱高

※（）内は取扱金額
※本場＋東部市場の数値

出典：大阪市中央卸売市場年報をもとに作成

ほうれんそうの
主要産地（岐阜県）

凡例

≪ＪＡ全農岐阜の声≫

出典：国土交通省ヒアリング調査（R6.11）

一宮
JCT

東海北陸道名神

経路選択肢が増え、
輸送の安定化に期待

出典：JA全農岐阜HP

参考
資料

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/1424.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/KsjTmplt-N06-2023.html


西濃
地域

東濃
地域

飛騨高山
地域

岐阜大学
医学部附属病院 中部国際

医療センター

高山
赤十字病院

西濃厚生病院

協定締結病院
第3次救急医療機関
第2次救急医療機関

岐阜大学医学部附属病院
（県唯一の高度救命救急センター）

新四日市JCT 豊田東JCT

■岐阜大学医学部附属病院の時間圏域の拡大

本巣IC
岐阜IC

養老JCT

大野神戸IC

美濃関JCT

土岐JCT

第3次救急医療機関へのアクセス性の向上や救急搬送先の選択肢の拡大に
より、救急医療サービスの向上に期待。
病院間のアクセス向上により、医療ネットワークの拡充を支援。

岐阜大学医学部附属病院の時間圏域が拡大

沿線病院間の連携を支援（東海環状・飛騨医療ネットワーク協定）
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30分で
死亡率50％

1時間を超えると
死亡する割合大

時間

■カーラーの救命曲線

≪養老町の声≫

出典：国土交通省ヒアリング調査
（R6.8,R6.11）

≪岐阜大学医学部附属病院の声≫

出典：国土交通省ヒアリング調査（R6.11）

沿線市町の第3次救急医療機関
東海環状道未整備時の30分圏域

東海環状道全線整備後の30分圏域拡大エリア

※R3道路交通センサス昼間平均旅行速度より算出 東海環状道未開通区間は規制速度70km/hと設定

未整備時の60分圏域

全線整備後の60分圏域拡大エリア

東海環状道を利用した岐阜大学医学部附属病院への救急搬送（ヒアリングによる）

• 岐阜大学医学部附属病院への

救急や転院時の搬送時間の短縮、

第３次救命救急センターへの救急

搬送の選択肢の拡大に期待して

います。

≪岐阜大学医学部附属病院の声≫

• 本巣IC～大野神戸ICが開通すると、

大垣市方面との間の救急搬送に

おいて、時間短縮効果や、搬送の

大部分で振動の少ない高速道路

を使える等のメリットがあります。

• 東海環状・飛騨医療ネットワーク協定は、岐阜県内の東海環状自動車道

沿線及び飛騨地域の急性期医療を担う病院が協力して、良質かつ高度な

医療を効率的に提供できる医療体制の確保を目指しています。

• 東海環状自動車道の開通によるアクセス向上に伴い、医療機能

の連携や医師の確保等が促進されることが期待されます。

転院搬送で利用が多く、
搬送時間短縮や患者の
負担軽減に期待

高度救急医療や広域医療連携を支援
期待される
効果④

地域安全保障の
エッセンシャル
ネットワーク

WISENET2050への対応

中濃
地域

参考
資料
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沿線の産業活動を活発化

東回り全線工事着工以降、沿線市町の製造業従業者数は約3.7万人増加、
製造品出荷額等は約11.9兆円増加。
沿線市町の工業団地数は、約1.9倍に増加。

全線開通により、さらに交通利便性が高まり、工場・物流施設等の立地需
要の増加に期待。

：東回り

：西回り

■沿線市町 の工業団地数の推移
※１

出典：自治体調査結果（R6.10）
※1：沿線市町：東海環状自動車道沿線市町（東回り：8市4町、西回り：7市4町）

東回り開通（H17.3）

約 倍

増
1.9

■企業立地が進む工業団地（海津市）
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工事着工

■沿線市町 の製造業従業者数の推移
※１

：東回り

：西回り

：伸び率
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全国
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東回り開通（H17.3）

東回り全線
工事着工

：東回り

：西回り

：伸び率

■沿線市町 の製造品出荷額の推移
※１

約 兆円

増
11.9

（件）

■東海環状自動車道沿線市町 の工業団地
※１

出典：H12年工業統計調査、
R5年経済構造実態調査

※1：沿線市町：東海環状自動車道沿線市町
（東回り：8市4町、西回り：7市4町）

※2：グラフ内、四捨五入の関係で合計値が合わない
場合がある

H12 R5

H12 R4

H12 R6

（年）

（年）

中京圏の経済・産業の持続的発展
全線開通へ
の期待

経済成長・
物流強化

WISENET2050への対応
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駒野工業団地

参考
資料

株式会社ジーテクト
2024年新工場完成

株式会社湖池屋
中部初の工場建設予定

令和7年3月撮影

大野神戸IC

新四日市JCT

大安IC

養老IC

豊田東JCT

山県IC

美濃関JCT

いなべIC

土岐JCT

養老JCT

岐阜IC
本巣IC

（海津SIC）

R7.8.30
開通予定

駒野工業団地

工業団地（H12年迄完成：40箇所）
工業団地（H13年以降完成・計画中：40箇所）

出典：自治体調査結果（R6.10）



養老IC～いなべIC（工程精査中）

今後も広がるネットワーク

路線図、工事状況写真ともに、（ ）書きのIC名称は仮称

■東海環状自動車道（西回り）工事進捗状況

6

（海津PA/SIC）

至 養老IC

令和7年3月撮影至 いなべIC至 （海津PA/SIC）

至 養老JCT

養老IC

Ｈ２４.９.１５
開通

Ｈ２８.８.１1
開通

H３１.３.１７
開通

岐阜県

三重県

愛知県

美濃加茂IC

土岐南多治見IC

土岐JCT

可児御嵩IC

富加関IC

美濃関JCT

関
広
見
IC

大垣西IC

本巣IC

養老IC

いなべIC

大安IC

東員IC

せと品野IC

せと赤津IC

豊田藤岡IC

豊田勘八IC

豊田松平IC

豊田東JCT

新東名
高速道路

伊勢湾岸自動車道

名古屋
第二環状
自動車道

新名神
高速道路

21

新四日市JCT

岐阜IC

山県IC

156

22

41

19

1

23

258

153

155

Ｒ１.１２.１４
開通

Ｒ２.３.２０
開通

西回り 延長約77km 東回り 延長約76km

Ｒ７.３.２９
開通

Ｒ７.８.３０
開通予定

東海環状自動車道 延長約153km

Ｅ１A

岐阜三輪SIC

（海津SIC）

鞍ヶ池SIC

五斗蒔SIC

Ｈ２９.１０.２２
開通

工程精査中

養老JCT

４車線化
本巣PA

大野神戸IC

Ｒ７.４.６
開通

凡 例

東海環状自動車道（開通済）

その他の高速道路（開通済・事業中）東海環状自動車道（事業中）

主な国道

東海環状自動車道（開通予定区間）

Ｈ１７．３開通（豊田東ＪＣＴ～美濃関ＪＣＴ）
Ｈ２１．４開通（美濃関ＪＣＴ～関広見ＩＣ）

東海環状自動車道では、今回の開通に引き続き、残る区間においても1日も早い開通
を目指して事業を進めております。
更なる高速道路ネットワークの拡充により、中京圏のものづくり産業を支援します。

参考
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令和7年3月撮影


